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「新しい生活様式」を実践しましょう
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毎月第1日曜発行（次回は7/5発行）

栃木県の人口〔5月1日現在〕1,934,857人（前月比715人増）世帯数800,193世帯（前月比2,513世帯増） 読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
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国の緊急事態宣言の全面解除を受け、県では 
5月26日に基本的対応方針の見直しを行いまし
た。今後は、感染拡大防止と社会経済活動との
両立を図るため、「新しい生活様式」等の周知や
中小企業等の支援などに取り組んでいきます。

「新しい生活様式」の実践例

ステップ	1（6/1〜18） ステップ	2（6/19〜7/9） ステップ	3（7/10〜31）

感染防止の3つの基本 身体的距離の確保 マスクの着用 手 洗 い

一人ひとりができること

手洗い

□買い物

栃木県新型コロナウイルス
施設・生活相談センター

栃木県新型コロナウイルス
コールセンター

☎028-623-2826
（平日：午前9時～午後5時） （24時間対応）

□食		事

□公共交通機関の利用

業種ごとの感染対策はこちら

□仕		事

移動に関する感染対策

□冠婚葬祭などの親族行事

□娯楽、スポーツ等	

換気 せきエチケット

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策

　本県の感染状況は落ち着いていますが、感染の可
能性がゼロになったわけではなく、しばらくは新型コ
ロナウイルスと共存せざるを得ない状況が続くもの
と考えられます。これまでの生活スタイルを変える
など感染防止に取り組んでください。

　「新しい生活様式」や「人との接触を8割減らす、10のポイント※」など、感染拡大防止のため
の取り組みを実践しましょう。

　在宅勤務や時差出勤など人との接触を減らす取り組みや、業種ごとの感染拡大予防ガイ
ドライン等を踏まえた、職場における適切な取り組みを実践しましょう。

外出
移動 5都道県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、北海道）への移動は慎重に

感染防止対策等の徹底
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施設の利用 感染防止対策が徹底されていない施設への外出機会を極力減らす
観光振興 県内を対象に徐々に実施（人との間隔を確保） 県をまたぐものも含めて徐々に実施（人との間隔を確保）

施設の使用 業界ごとの感染拡大予防ガイドラインの徹底など、適切な取り組みの実施

催物
の

開催

規模の
目　安

屋内 100人以下（各ステップとも定員の半分以下）
1,000人以下 5,000人以下

屋外 200人以下（各ステップとも人との間隔を確保）

参　考
プロスポーツ等（全国的な移動を伴うもの）は、6月19日から無観客開催
お祭り、野外フェス等（全国的、広域的な移動を伴うもの）は、感染状況を踏まえて判断

●人との間隔は、できるだけ2メートル（最低1メー
トル）空ける
●遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ
●会話をする際は、可能な限り真正面を避ける
●発熱または風邪の症状がある場合は、無理せず
自宅で療養

●こまめに換気

●外出時、屋内にいるときや会
話をするときは、症状がなくて
もマスクを着用

●家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけ
すぐに着替える、シャワーを浴びる
●手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に
洗う（手指消毒薬の使用も可）

●1人または少人数ですいた時間に
●計画をたてて素早く済ます
●サンプルなど展示品への接触は控えめに
●レジに並ぶときは、前後にスペース

●持ち帰りや出前、デリバリーも
●大皿は避けて、料理は個々に
●対面ではなく横並びで座ろう
●料理に集中、おしゃべりは控えめに

●混んでいる時間帯は避けて
●徒歩や自転車利用も併用する

●テレワークやローテー
ション勤務
●時差通勤でゆったりと
●会議･名刺交換はオンラ
イン
●対面での打ち合わせは
換気とマスク

　「医療に携わる方々に感謝の気持ちを届け
よう」運動の取り組みの一環として実施した
医療従事者等に対する感謝メッセージの募集
に、県民の皆さまからたくさんのメッセージ
が届きました。

●多人数での会食は避けて

●公園はすいた時間、場所を選ぶ
●すれ違うときは距離をと
るマナー
●狭い部屋での長居は無用

　新しい生活様式や施設に応じた感染防止対策に関す
る相談の受け付け、各種相談窓口の案内をしています。

　発熱などの症状が出たときの対応
などの相談を受け付けています。

◆Coronavirus Hotline for Tochigi Foreign Residents
外国人向け新型コロナウイルス相談ホットライン
☎028-678-8282（24時間対応）

◆聴覚障害等がある方向けのファクシミリによる相談窓口
平日（午前8時30分～午後8時）：FAX028-623-3052、夜間･休日：
FAX028-623-2527　相談票はこちら≫

 高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする 

●流行している地域からの移動、流行
している地域への移動は控える
●帰省や旅行は控えめに。出張はやむ
を得ない場合に
●発症したときのため、誰とどこで
会ったかをメモにする
●地域の感染状況に注
意する
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密集回避 密接回避 密閉回避

コロナ　業種別ガイドライン

厚労省　10のポイント

寄せられたメッセージは
県ホームページで

問県広報課☎028-623-2158

　医療従事者の皆様には毎日危険なお
仕事していただき感謝の言葉とお礼の
言葉しかありません。
　これからも十分身体に気を付けて下
さい。私達もコロナウイルスに感染し
ないように頑張ります。

(とんとんさん　70代　宇都宮市)

医療従事者の方々、そのご家族へ 
　大変な状況が続き、家庭や自身の心配も
ありながら、連日の激務に頭が下がります。
　命を守る方々がいらっしゃるから安心し
て生活ができています。感謝申し上げます。
　どうぞお体を大切にしてください。

（キャンディさん　50代　栃木市）

☎0570-052-092

栃木県　コロナ相談
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※厚生労働省ホームページ
でご確認ください 

日常生活において…

仕事の場面では…

7月31日までを「移行期間」とし、外出自粛等の協力依頼を段階的に緩和していきます
※段階的緩和のイメージ

医療従事者の
皆さまへ
感謝を



新型コロナウイルス感染症に係る県内中小企業等への支援策

栃木県ホームページの新着情報や報道発表情報をTwitter「栃木県広報課」（ユーザー名は@pref_tochigi）、LINE「栃木県」（IDは@pref_tochigi）で配信中。県の最新情報をチェック！

本県の陽性者の状況 入院・入所期間 年代別内訳
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本県のPCR検査陽性率（1週間累計）

陽性者数
陰性者数
陽性率

この他の支援に
ついては県ホー
ムページをご確
認ください

相談はこちら

❷

　本県で､5月31日までに確認された患者65名のうち､退院した方は51名､入院・療養中の重症の
方は2名、軽症・中等症の方は12名です｡入院期間や年代別内訳については､以下のとおりです｡

　5月31日までに本県で実施した新型コロナ
ウイルス感染症の検査件数※（宇都宮市保健所
実施分および委託分を含む）は､3,949件｡検査
件数に対する陽性者数の割合は､1.6％です｡

問県健康増進課☎028-623-3089

　新型コロナウイルス感染症の患者は､その方の居住
地に関わらず､感染症法に基づき医師によって報告さ
れる､｢発生届｣を受理した都道府県の患者として発表
されます｡したがって､本県で確認された患者65名に
は、県外在住者も含まれています｡

　新型コロナウイルス感染症の治癒後も､別
の疾患の治療のため入院を継続する事例があ
ります｡この場合､新型コロナウイルス感染症
の治癒が確認された時点で｢退院｣として計上
しています。

　5月31日までの､本県の人口10万人当たりの検査件数
は204件で全国（都道府県計）の195件を上回っている一
方、本県の陽性率は1.6％と、全国（都道府県計）の6.8％を
下回っています｡

　新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、災害時には、危険な場所
にいる人は避難することが原則です。
　高齢者など､避難に時間を要する方は警戒レベル3､それ以外の方は警戒
レベル4が出たら､安全な場所に避難してください｡

こころの相談@とちぎ
　感染拡大により､不安や悩み､ス
トレスがある方に対してLINEによ
る相談を行っています｡
対象県内に在住､通勤､
通学する方
時間午後3時～10時

（午後9時最終受付）
問県障害福祉課☎028-623-3093

DVにお悩みの方はご相談を
　一人で悩まず､まずはご相談ください｡
・DV相談＋（プラス）
0120-279-889（24時間対応）

・とちぎ男女共同参画センター
☎028-665-8720（平日：午前9時～午後
8時､土日：午後4時まで）
問県人権･青少年男女参画課☎028-623-3074

不当な差別や偏見をなくしましょう
　感染した方や、感染した方の診療に携わった医療機関・医療関係者およびそ
のご家族・関係者等に対して､不当な差別や偏見､いじめ､SNS上での誹謗・中傷
などが行われないよう､正確な情報に基づいた冷静な行動をお願いします｡
　 人権を侵害されたら相談を
　・みんなの人権110番	 平日：午前8時30分
　☎ 0570-003-110 	 ～午後5時15分
問県人権施策推進室☎028-623-3027

	

新型コロナウイルス感染症対策医療従事者応援寄附金
　県では､新型コロナウイルス感染症の最前線で活動する医療従事者を応援
するため､広く県民の皆さまから寄附金を募集しています｡
●口座名義：新型コロナウイルス感染症対策医療従事者応援寄附金
①足利銀行県庁内支店　普通預金 5501498 　両銀行の窓口での
②栃木銀行本店　　　　普通預金 1201205　振込手数料は無料
問県県民文化課☎028-623-3422	

 　 ふるさと“とちぎ”応援寄附金	
●ふるさと納税制度を活用した寄附も受け付けています●栃木県
電子申請システム、寄附申込書またはさとふるホームページから
お申し込みください
問県税務課☎028-623-2105

●発熱やせきなどの症状がある場合は､すぐに避難所スタッフに報告
●頻繁に手洗いをし､せきエチケットなどの基本的な感染対策を徹底
●避難所では､感染対策のため､避難者同士が十分な距離を
とること（約2メートル以上）や､十分な換気に努めることと
していますので､ご協力をお願いします
問県危機管理課☎028-623-2695

　県内中小企業の事業継続・再起に向けた取り組みを支援します。
◎補助率：2/3以内
◎補助上限額：1,000万円　※小規模事業者は下限100万円
◎対象経費：機械装置等費、開発費  等
・新たな生活様式に対応するための店舗改装・機器整備等
・非対面型ビジネスモデルへの転換  等
問新型コロナウイルス感染症対策支援補助金
受付センター☎028-637-1601

　感染症の影響を受け、売り上げが減少し
た県内中小企業等への県制度融資です。
◎融資限度額：3,000万円
※一定の要件で保証料・利子を補助
問県経営支援課☎028-623-3181

　厚生労働省で実施する雇用調整助成
金を受給するための申請書類について、
専門家を派遣し、作成を支援します。
◎無料・1事業主当たり3回まで
問県労働政策課☎028-623-3224

　緊急事態発生の際、事業の継続・早期
復旧ができるよう、感染症独自の項目
を盛り込んだ事業継続計画について、
専門家を派遣し、策定を支援します。
◎無料・回数制限なし
問県経営支援課☎028-623-3173

　緊急事態措置により、県の要請・協力依頼等に応じて休業
等にご協力いただいた事業者に対し、協力金を支給します。
◎支給額：�1事業者最大30万円（1事業者当たり10万円。事業

所を賃借している場合は10万円を加算、複数事業
所を賃借している場合はさらに10万円を加算)

◎申請期限：6月30日（火）
問新型コロナウイルス感染拡大防止協力金
受付センター☎028-680－7145

県内の発生状況と検査状況�

患者数の確認方法 患者の入院・療養対応

｢避難行動判定
フロー｣（内閣
府防災ホーム
ページ）

詳しくはこちら

詳しくはこちら

（5月31日現在の情報です）

※本県の検査件数に､陰性確
認検査は含んでいません

検査件数に対する｢陽性率｣

｢陽性率｣算出方法
陽性者数

PCR検査件数

●地域企業再起支援事業〈新型コロナウイルス感染症対策支援補助金〉

●新型コロナウイルス感染症対策
パワーアップ資金

●雇用調整助成金の申請支援のための
専門家派遣

●感染症BCP（事業継続計画）策定の支援

●新型コロナウイルス感染拡大防止協力金

市町から警戒レベル3や4が出されたら､
危険な場所から避難しましょう

｢避難｣とは｢難｣を｢避｣けることです
安全な場所にいる人は､避難場所に行く必要はありません

避難先は小中学校･公民館だけではありません
安全な親戚･友人の家等に避難することも考えてみましょう

避難所に避難された方へ

避難を検討される方へ

災害発生時の避難行動

●｢自らの命は自らが守る｣意識を持ち､自宅の災害リスクと
取るべき行動を確認｡風水害時に避難所に行く必要があるか
どうか､各市町が作成したハザードマップや､｢避難行動判定
フロー」から確認してください
●避難所の過密状態を避けるため､安全な親戚・友人の家等へ
の避難も検討してください
●避難所の備蓄品には限りがあります｡避難する際には事前に､水､食料､衣
類等に加え､マスク､体温計､アルコール消毒液などの衛生用品も準備し､可
能な限り持参してください

友だち追加は
こちら

法務大臣からの
メッセージ

詳しくはこちら 詳しくはこちら

　資金繰りなどの相
談に対応します。
■県経営支援課
☎028-623-3181

　経営などの相談に
対応します。
■公益財団法人栃木
県産業振興センター
☎028-670-2607
※いずれも、平日午前
8時30分～午後5時15分

●融資等
特別相談窓口

●経営等
特別相談窓口



66月月1515日日はは県民県民のの日日

日光県

栃
木
県

栃
木
県

宇
都
宮
県

宇都宮県

烏山県

黒羽県

大田原県

茂木県

壬生県

吹上県

佐野県

足利県

県政ラジオ番組　栃木放送｢県政インフォメーション｣月〜金7：10〜7：15、再月〜金17：30〜17：35　エフエム栃木｢マロニエインフォメーション｣月〜木17：25〜17：30、金17：28〜17：33

問サイクルスポーツマネージメント（株）☎028-611-3993 問NASPO（株）☎0287-73-8331

宇都宮ブリッツェン宇都宮ブリッツェン

　アイスホッケーのトップリーグであるアジアリー
グに所属｡ホームゲームの観客数はリーグ随一を
誇るチームです｡氷上での選手同士の激しいぶつ
かり合いは観る人を熱くさせる迫力があります｡

　バスケットボールのプロリーグであるBリーグの1部・
東地区に所属｡実力のある選手が揃っており、スピード
感あふれる試合展開は、まさにスポーツエンターテイ
ンメントです。

　那須塩原市を拠点に活動するサイクルロードレースチームです。｢BLASEN｣
とは、ドイツ語で｢風が強く吹く｣という意味｡自転車をツールとして観光地“那
須”の活性化や社会貢献活動にも取り組んでいます。

●地域経済の活性化のため、新たな取り組みをし
ている企業の情報などをSNSやホームページで発
信しています

●SNSで、選手たちの自宅で
の過ごし方の紹介や感染予防
の啓発動画を投稿しています

●ユースチームの生徒たちに、自宅
でのトレーニング方法をオンライ
ンでレクチャーしました
●ファンの皆さんが自宅でも
楽しめるような動画を、公式
YouTubeチャンネルで配信し
ています

●外出自粛によるストレスをリフレッシュしてもらうた
めに、那須塩原市の温泉旅館と協力し、選手たちが源泉を
無料で各家庭に配達しました
●各地の子ども食堂の休止が相次いでいる状況を受け、
選手たちが子どもたちにお弁当を届けました

問（株）栃木ブレックス☎028-612-6735

ブレックスブレックス
宇都宮宇都宮

問（株）栃木県民球団☎0296-34-6030

ブレーブスブレーブス
栃木ゴールデン栃木ゴールデン

　プロ野球独立リーグ｢ルートインBC（ベー
スボール・チャレンジ）リーグ｣に所属｡ 球団
名には、チームカラーの｢金（GOLDEN）｣と、
挑戦する「勇者（BRAVES）」という意味が込め
られています｡

公式YouTube
はこちら≫

公式Instagram
はこちら≫

●SNSで、選手たちの自宅での過ご
し方｢＃おうち時間｣「＃stayhome｣
を紹介する
動画を投稿
しています

「古事記」に登場する豊
とよ

城
き

入
いりびこの

彦
命
みこと

が木（毛）の国（現栃木県）と木（紀）の国
（現和歌山県）を区別するため、遠くはな
れた木の国という意味で「遠

とお

津
つ

木
き

」と命名
したものが「トチギ」に転

てん

訛
か

した

●選手たちが｢県民の歌｣を歌い
ながら手洗いの仕方を啓発する
動画を、公式YouTubeチャンネ
ルに投
稿しま
した
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栃木県は、明治6（1873）年に誕生し、今年で147年になります。毎年、県内各地で県民の日を祝
うイベントが開催されてきました。今回は、郷土に関する知識を広げ、とちぎ愛を深めていた
だくため、本県の生い立ちや誇れる文化資源をご紹介します。

栃木県には、地域と深く密着しながら活動する7つのプロスポーツチームが
あります。今回は、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、各チームが行っ
ている活動をご紹介。これからも、とちぎのために取り組む各チームを応援
し、みんなでとちぎを盛り上げていきましょう。

　明治4（1871）年に廃藩置県が実施され、それま
での「藩」はすべて「県」となり、栃木県域では10
県が成立しました。その後、統合が進められ「宇
都宮県」と「栃木県」に。さらに明治6（1873）年6月
15日にこの2県が統合され、おおむね現在の栃
木県が成立しました。

　「栃木」という県名は最初の県庁所在地
である「栃木町」（現栃木市）に由来してい
ますが、この語源にはさまざまな説があ
ります。
崩壊地説 栃木町（現栃木市）内を流れる
巴
うず

波
ま

川
がわ

は、かつてたびたび氾濫を起こし
たことから、ちぎれた地形（浸食された地
形）の動詞「チギ（る）」に接頭語の「ト」が
付いた

　栃木県には地域に根ざ
した祭礼・伝統芸能、織物 
や陶磁器などの伝統工芸
品、豊かな自然に歴史が薫
る景観など、魅力ある文化
資源が多数あります。

　素朴な中にも繊細な美しさのある竹工
芸。とちぎの竹工芸は、2名の人間国宝が
認められるなど、高い評価を得ています。

日本の竹工芸の「今」を紹介します
会期：10月31日（土）〜12月20日（日）

問（株）栃木サッカークラブ☎028-666-0615 問（株）THE TOCHIGI CITY UNITED☎0282-21-7932

　大谷石の採掘は江戸時代に
始まり、都市文化を築くととも
に、地下の巨大な迷宮が産み出
されました。平成30年5月、日本
遺産に認定されました。

トチノキ説 トチノキがたくさん生えて
おり、それが転

てん

訛
か

して「トチギ」になった

　県民一人ひとりが郷土について理解と関心を
深め、県民としての一体感と自治の意識を育み、
より豊かな郷土を築きあげることを期する日と
して6月15日を栃木県県民の日に定めました。

栃木県の生い立ち

誇れる文化資源 ◀竹工芸（大田原市）◀大谷石文化（宇都宮市）

人間国宝 勝城蒼鳳 作

県名の由来

 県民の日は…

一緒に頑張ろう！とちぎの一緒に頑張ろう！とちぎの

プロスポーツチームプロスポーツチーム
フットボールクラブフットボールクラブ
栃木シティ栃木シティ

　｢Keep Moving Forward（前に進み続ける）｣を胸に、J2リーグで活躍しています｡迫力のゴー
ルシーンや一体となったサポーターの応援は必見です｡スタジアムで皆さんと ｢県民の歌｣ を歌え
る日が来ることを信じて、練習に励んでいます｡

　関東サッカーリーグ1部で活躍しているプロサッカーチー
ム｡子どもたちにサッカーを通して、夢・希望・感動を与える
地域密着型のチームを目指しています｡

●医療資材として役立
ててもらうため、公式
グッズの雨具（ポンチョ）
500着を宇都宮市へ寄
贈しました

栃木町（現栃木市）内に神明宮
という神社があり、社殿の屋根にある2組
の千

ち

木
ぎ

と8本の鰹
かつお

木
ぎ

が、遠くから見ると10
本に見えたことから、神社の辺りを「十

とお

千
ち

木
ぎ

」と呼ぶようになった

十
とお

千
ち

木
ぎ

説

遠
とお

津
つ

木
き

説

誕生

魅力

名前

県民の日マスコット
「ルリちゃん」

とちぎ文化情報ナビ

問栃木ユナイテッド（株）☎0288-53-5166

アイスバックスアイスバックス
H.C.栃木日光H.C.栃木日光

❸

　「Challenge Your Limits」をチームスローガンに国内自転車ロードレースを
主戦場として活動しています。また、自転車安全教室をはじめ自転車文化の発展
のため地域活性化や社会貢献活動にも取り組んでいます。

公式Twitter
はこちら≫

●県内の飲食店のテイクアウト情報がまと 
まったチラシを、宇都宮市内を中心に、選手た
ちが自転車に乗
ってポスティン
グしました

活動
状況 ツール・ド・ポスティングツール・ド・ポスティング

活動
状況 感染予防動画の投稿感染予防動画の投稿

活動
状況 オンライントレーニングオンライントレーニング

活動
状況 ｢源泉デリバリー｣と｢ブラーゼン子ども食堂｣｢源泉デリバリー｣と｢ブラーゼン子ども食堂｣

活動
状況

共に乗り越えよう共に乗り越えよう
IBプロジェクトIBプロジェクト

活動
状況 ポンチョの寄贈と手洗い啓発動画の投稿ポンチョの寄贈と手洗い啓発動画の投稿 活動

状況 自宅での過ごし方動画の投稿自宅での過ごし方動画の投稿

那須ブラーゼン那須ブラーゼン

栃木サッカークラブ（栃木SC）栃木サッカークラブ（栃木SC）

那須ブラーゼン

栃木サッカークラブ（栃木SC）

公式YouTube
はこちら≫

県内各地の文化資源は
県ホームページでご紹介

県立美術館 企画展「竹の息吹き」

公式Twitter
はこちら≫

ポスティングをした
チラシはこちら≫



上限5,000円分のマイナポイント
4 4 4 4 4 4 4

がもらえる！

栃木県の旬な話題などをお届けする栃木県メールマガジン「“ベリーグッドローカルとちぎ”元気発信メール」を毎月2回配信中！登録は、とちぎメール

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％再生紙を使用しています○県民だよりの発行経費の一部に充てるため広告を掲載しています。広告の内容については、広告主にお問い合わせください 環境にやさしい大豆油インキを使用しています
❹

　空き巣等の窃盗や少年犯罪の検挙が減り、キャッ

シュカード詐欺、車上ねらいや補導される少年は増加。

　交通事故については、発生件数、死者数、負傷者数は

過去10年で最少。時間帯別では、６時～８時台、15時～17

時台が大きく減り、児童・生徒の事故も大幅に減少した。

　これは、４月1日から5月６日の大型連休終了までの状

況である。新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事

態宣言による、外出や飲食店営業等の自粛、学校の休

校、在宅勤務の推進等に取り組んだ時期とも重なる。

　本県は、宣言の対象地域から解除され、徐々に経済活

動が再開しつつある。学校も感染防止措置を十分図り

ながら通常授業が行われるようになった。

　犯罪や交通事故の改善された数値を維持し、更なる

減少に結び付けるには、家庭や地域の力も試される。

元の木
もく

阿
あ

弥
み

にはすまい。

〜コロナ禍での治安〜

回第 144 知事コラム
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パワハラ・解雇等でお悩みの方へ
●労働者と使用者とのトラブルを解決
するために「あっせん」を実施していま
す●公平・中立な機関として紛争解決
の糸口を探しますので、お気軽にご相
談ください●平日午前8時30分～午後5
時15分1無料
4県労働委員会事務局☎028-623-3337

栃木税務署移転のお知らせ
●栃木税務署（栃木市）は6/22（月）から
栃木地方合同庁舎（同市）へ移転します
4栃木税務署☎0282-22-0885

不動産取引法律相談 567

●6/18（木）午 後1時30分 ～4時 ● 県 庁
研修館205研修室●弁護士などによる
不動産取引の法律相談（宅地建物取引
業法の範囲）23件（先着）1無料36/12

（金）●電話で申し込みを
4県住宅課☎028-623-2488

身体障害者巡回相談 56

●7/1（水）午後2時～4時●那須烏山市
保健福祉センター●肢体に障害のあ
る方を対象とした、補装具・医療・生活
などに関する相談25名（先着）1無料
36/24（水）●各市町の障害福祉担当課
へ電話で申し込みを
4障害者総合相談所☎028-623-7010

各種試験のお知らせ
◎介護支援専門員実務研修受講試験
●試験日：10/11（日）113,800円●申込
期間：6/11（木）～30（火）●試験案内：各
市町の介護保険担当課、県高齢対策課､
各健康福祉センターなどで配布
4とちぎ健康福祉協会☎028-650-5587
◎税務職員（国家公務員）採用試験
●一次試験：9/6（日）●申込期間：6/22

（月）～7/1（水）●詳しくは人事院ホーム
ページをご確認ください
4宇都宮税務署☎028-621-2151
※いずれも申込方法などは問い合わせを

県育英会 高校奨学金貸与者の募集
●対象：令和2年4月に高等学校または
専修学校高等課程（修業年限2年以上）
に在学する生徒●貸与月額：国公立
18,000円、私立30,000円250名程度（選
考）36/18（木）●申し込みは、在学する
学校が指定する期間内に学校へ●申込
方法は問い合わせを
4栃木県育英会☎028–623–3459

5身障者用駐車場　6身障者用トイレ
7オストメイト対応トイレ
1受験・参加料金　3応募・申込締切
2定員　4問い合わせ・申し込み先

　海洋プラスチックごみ
や地球温暖化などの環境
問題が深刻化しています。
この問題の解決に向けて、 
7月1日から全国一律でレジ
袋が有料化されます。
　県では環境に優しい買い
物を促進するため「マイバッグ・キャンペー
ン」を通年で実施していますが、レジ袋有料
化を受け、6月をキャンペーンの取組強化月
間としています。

　令和2年9月～令和3年3月の期間中、利用者が選択したキャッシュレス決済サービ
スでの買い物やチャージに対し、国が付与するポイントのこと。ポイント還元率は
25％、期間中一人当たり上限5,000円分のマイナポイントがもらえます。

例○○payに20,000円チャージ⇒○○payで使える5,000円分のポイントが付与！

　マイナンバーカードをつくるには、マイナンバー通知カードと一緒に市町から送付され
た交付申請書が必要です。詳しい申請方法を知りたい方や交付申請書をお持ちでない方は、
右の二次元バーコードを読み取るか、お住まいの市町担当窓口にお問い合わせください。

※予約者数が国の予算上限に達した場合、予約を締め切る可能性があります

　 専 用 ア プ リ ま
たはホームページ
で、キャッシュレ
ス決済サービスを
1つ選択（7月から）

　レジ袋を使用しないという身近な取り組
みが、ごみの減量化や地球温暖化防止につ
ながります。
　この機会に、ご自身の暮らしを見つめ直
し、環境に優しいライフスタイルに変えて
みませんか。
問県廃棄物対策課☎028-623-3107

　｢とちぎ県民だよ
り｣へのご感想をお
寄せくださった方
の中から抽選で10
名の方に､県民の日
マスコット「ルリちゃん」のぬいぐ
るみを差し上げます。
　はがきに､郵便番号・住所・氏名・
年齢・感想を記入の上、次の宛先
までお送りください｡ [締切：6/26

（金）必着]※7月中旬発送予定
〒320-8501栃木県広報課
｢とちぎ県民だより｣係

　休業・失業で収入が減少した方を
対象とした､生活費の貸付や家賃相
当額を支給する制度があります。詳
しくは以下にお問い合わせください。
◎生活費の貸付（生活福祉資金）
お住まいの市町社会福祉協議会へ
◎家賃相当額の支給（住居確保給付金）
お住まいの市町の福祉相談窓口（詳
しくは県ホームページをご確認くだ
さい）へ
4県保健福祉課☎028-623-3032

プレゼントコーナー!

お出かけの際にはマイバッ
グを持参し、レジ袋や過剰
包装は辞退しましょう

エコマーク商品や再生品等、
環境に優しい商品を購入し
ましょう

「マイバッグ・キャンペーン」
～消費者の皆さまへ～

マイナンバーカードで

マイナポイントをもらうために必要な3つの手続き

マイナンバーカードの申請方法

案　　　内案　　　内

試験・募集試験・募集

環境に優しい買い物を環境に優しい買い物を

有料化

２
手続きや
マイナポイント
の詳細はこちら

キャッシュレス
決済サービスが
お得に！

買い物や
チャージの際、
マイナンバー
カードは
提示不要！

マイナ
ポイント
とは？

3

《生活費・家賃に困ったら》

6/20（土）､21（日）は閉館日です

栃木県本庁舎栃木県本庁舎ののお知らお知らせせ

　専用アプリまたはホームページで、マイナンバーカードを
使ってマイナポイントを予約
●カード読み取り対応機種のスマートフォンまたはカード 
リーダが必要になります●お住まいの市町担当窓口でもでき
る場合がありますので、お問い合わせください

2　マイナン
バーカード
をつくる

１

交
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書


